
キャリアデザイン事業

市民の自主調査研究グル一プ育成

わたしたちのまち野田を語ろう• 歩こう！

※ 講師、日程等は2 . 内容に記載 

場 所 ：市民会館、野田市内、香取市佐原 

資料代：5 0 0円 (全回分）

参加者：第 1 回 2 7人、第 2 回 2 5人、第 3 回 2 5人、 

第 4 回 2 5人、第 5 回 2 5人、第 6 回 2 8人

事業区分：委託事業

1.概要と目的

本講座は、市民が野田の歴史•文化 •自然についての概説的な知識を身に付けることと、まちに誇り 

をもち、その魅力を市内外に向けて発信する役割を担えるようになることを目指し、「むらさきの里野 

田ガイドの会」をはじめ、地域でさまざまな活動をしている市民に講師•案内役を務めてもらい実施し 

た。自らのまちをガイドすることのよろこびと、自発的なまちづくり活動の意義を伝え、受講者が自ら 

の住む地域の文化や歴史に関心をもって自主的な調査研究グループに発展することやボランティア活動 

に参加することをねらいとした。

2 . 内容

回、 日時 内 容

第 1 回 

2 月 1 4日 （土） 

13時〜 16時

「何もしなければ何もはじまらない〜自分のため、地域のためのボランティア〜」 

加藤満子氏（野田市ボランティア連絡協議会副会長）

「ガイドすることのよろこび」

染谷慧氏（むらさきの里野田ガイドの会会長）

第 2 回 

2 月 2 2 日 （日） 

10時〜 16時

野田市の概況講義「野田の歴史• まちなみ• 自然」

柏女弘道（当館学芸員)、池田亜由美氏（野田市市史編さん担当)、岩槻秀明氏 

(千葉県立関宿城博物館展示協力員）

グループワーク「まち歩きのコースをつくってみよう！」

田尻美和子（当館学芸員）

第 3 回 

3 月 7 日 （土） 

13時〜 16時

事例発表「スライドショー野田のまち見所案内」

むらさきの里野田ガイドの会 

パネルディスカッション「野田の魅力再発見」

パネラー：齋藤敬子氏（明るい社会づくり推進協議会野田地区代表)、武内壮 

介 氏 （むらさきの里野田ガイドの会会員）、野田美智子氏（むらさきの里 

野田ガイドの会会員) 、渡邊孝氏（N P O そい•び一んず理事）司会：貝森武夫氏 

(むらさきの里野田ガイドの会副会長）

45



第 4 回 

3 月 1 4 日 （土） 

10時〜 16時

野田市街散策

案内役：むらさきの里野田ガイドの会

第 5 回 

3 月 2 1 日 （土） 

9 時〜 16時

関宿散策

案内役：むらさきの里野田ガイドの会

第 6 回 

3 月 2 9 日 （日） 

8 時 15分〜17時

佐原散策

案内役：佐原町並みボランティアの会

3 . 評価

市民を対象に募集を行ったが、市外からの参加者も数名おり、ほぼ定員に達する28名の受講者が集 

まった。全ての回において約9 割の受講者が出席するなど、意欲の高さがうかがわれた。特に好評であ 

ったのは受講者が班ごとに別れてガイドコースを作成するグループワークと実際にまちを歩く実地研修 

であった。実際に市の魅力を内外に発信するために必要な知識や技術を得るための時間が不足していた 

感もあったが、いわゆる座学の講義形式に偏らなかった事を評価する意見がアンケートなどからうかが 

えた。講座終了後にガイドの会へ入会を希望する受講者がいたことなどは、講座によって地域での活動 

に興味関心を持ってもらえたことを示す好例であろう。

《受講者の感想》

• グループワークでの共同作業(班ごとに想定される見学団体の興味関心に合わせてガイドコースを作 

っていく）が、野田を知り、歩いてみたいという気持ちにさせてくれた。受講者同士が知り合う機会 

にもなったため、その後の講座の中でより親しく話すことが出来た。

• グループワークでコースを計画したのは良いが、それを受講者が実際に回ることがなかったのはと 

ても残念だった様に思います。

•野田及び佐原のガイドさんに接し強く感じ納得したことは、住んでいる所を真から好きにならなけ 

れば、本当のガイドには成れない事を実感しました。知識だけでなく、自分の言葉で説明する事が見 

学者に印象深い思い出を作るのでしょうね。

•今回で終わることなく異職業、異年代、男、女と幅広い人たちの話を聞き学び、野田の町おこしに 

少しでも参加できる機会を増やしてほしい。

第3 回パネルディスカッション 第4 回野田市街散策
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第5回関宿散策  第6回香取市佐原散策

自主調査研究グループについて

1. 目的

キャリアデザインによるまちづくりにおいては、自らの住む地域を知って地域コミュニティの一員と 

しての自覚と誇りをもち、さらに能動的に動く自立した市民が望まれる。そのあり方の一つとして、自 

らの住んでいる地域の文化や歴史に目を向けて自主的に調査研究活動を行うグループが挙げられる。こ 

の市民の自主研究グループを育成していくことが当館の事業の大きな柱の1つとなっている。

野田市には野田市文化団体協議会をはじめとして、市民の文化団体が数多く存在するが、自主研究グ 

ループはそれら既存の団体とは異なり、当館で開催される事業をきっかけとして発足する。博物館や市 

民会館を拠点として活動を行い、その研究成果を企画展などの形で博物館に還元していくなど、協働で 

まちづくりを担うパートナーとして位置づけられる。

博物館はグループの育成のために、地域の歴史•文化，自然に関する連続講座を実施し、講座終了後 

に活動の継続を呼びかける。また、連続講座の講師も市民の学識経験者に依頼し、グループが結成され 

た際は講師がリ一ダーとなって主導的な役割を果たしてもらう。学芸員は人材バンクに登録された情報 

をもとに同じような興味関心を持つ人たちを集めたり、研究発表の場を確保するなどのサボートを行う。

2 . 自主調査研究グループ「植物の会」の会合 

〇第 4 回

日 時 ：5 月 2 5 日（火) 10時〜12時
参加者：植物標本作り体験講座講師及び受講者4 人

内 容 ：野田市中央の杜の植物観察

〇第 5 回

日 時 ：7 月 2 2日（火) 10時〜12時
参加者：植物標本作り体験講座講師及び受講者4 人

内 容 ：東京理科大学理窓公園の植物観察

3 .展望と課題

「植物の会」は昨年度の「植物標本作り体験」連続講座の受講者たちで立ち上げたグループである。昨年 

度に引き続き、講師の解説のもと、植物の写真を撮りながら約2 時間の行程で植物観察会を行ったが、 

メンバーの絶対数が不足しており、満足の行く活動を行うことが困難であった。昨年度から通じて計3 
回の観察会を行った結果、約 150種の植物を観察し写真に収めたが、最終的にどのような形でまとめ 

ていくのかが十分に議論されないままになっている。今後館の事業として植物に関する講座や自然観察 

会を行うなどして関心ある人たちを増やした上で会のあり方を見直す必要があろう。
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寺子屋講座まちの仕事人講話•芸道文化講座

実施日：原則毎月第1、3 日 曜 日 各 12講座

時 間 ：各回とも1 3時 3 0分〜 15時 3 0分 (第 4 7 回芸道文化講座は13時〜1 5時 3 0分）

場 所 ：原則市民会館

資料代：各講座共通大人 5 0 0円、学生2 5 0円、子ども100円

キャリアデザイン事業

事業区分：自主事業

1.概要と目的

N PO 法人野田文化広場が設立当初より開催してきた講座を博物館自主事業という形で継続実施した。 

まちの仕事人講話では、「仕事とは何か？」をそれぞれの仕事道の経験者に直接語ってもらい、仕事や職 

業についての理解を促す。芸道文化講座では地域の文化を話題にするばかりでなく、国内や海外の文化 

を題材にして、文化がもつコミュニケーションの可能性を描きだすことを目的とする。各回異なる仕事、 

テーマについての講義の講師は野田市民を中心に依頼している。また講座の最後には懇談の時間(30 
分）を設け、講師と参加者、あるいは参加者同士のコミュニケーションの時間をとっているのが特徴で 

ある。

2 . 内容

第37回 

仕事人
「子供達の為に、何を残せるのか？ 〜建物に託す未来〜」

講 師 田 中 教 ニ 氏 (三洋ホームズ株式会社東京支店千葉営業所所長 / 一級建築士）

4月6 日（日） 市民会館松竹梅の間 参 加 者 12人
第37回 

芸道
「さくらそう（日本桜草）のはなし〜そのなりたちと鑑賞のしかた〜」

講 師 茂 田 井 宏 氏 (野田さくらそう会代表世話人）

4月2◦ 日（日) 市民会館松竹梅の間 参 加 者 23人

第38回 

仕事人
「消防人がみた安心 • 安全の知恵」

講 師 大 柴 夏 ニ 郎 氏 (野田市消防署長）

5月 18日（日) 市民会館雪月桃の間 参 加 者 11人
第38回

せ'•苗芸道
「日本に馬がやってきた頃」

講 師 下 津 谷 達 男 氏 (野田地方史懇話会会長）

5月 18日（日) 市民会館松竹梅の間 参 加 者 21人

第39回 

仕事人
「料理人として生きる〜仕事に誇りを持って〜」

講 師 川 上 弘 氏 (全国日本調理技能士会連合会師範/ 割烹レストラン「紫乃」料理長）

6月 1日（日) 市民会館雪月桃の間 参 加 者 15人
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第39回

せ'•苗 芸追
「まちなか植物観察会パート2」

講 師 岩 槻 秀 明 氏 (千葉県立関宿城博物館客員研究員）

6月 15日（日) 市民会館周辺 参 加 者 11人
第4◦回 

仕事人
「人と自然とちょっと冒険」

講 師 小 倉 董 子 氏 （冒険家/ 日本山岳会永年会員）

7月6 日（日） 市民会館松竹梅の間 参 加 者 14人
第4◦回

せ'•苗 芸追
「昆虫の多様性に魅せられて〜私の標本箱からの報告〜」

講 師 志 賀 一 朗 氏 (千葉県昆虫談話会会員）

7月2◦ 日（日） 市民会館松竹梅の間 参加者 29人

第41回 

仕事人
「今、日本の四季が危ない〜「気付き」から「責任ある行動」へ〜」

講 師 野 ロ 久 氏 (環境カウンセラー）

8月 17日（日） 市民会館松竹梅の間 参 加 者 14人
第41回

芸道
「ビデオでみる将門伝説〜野田に残る史跡 • 伝説〜」

講 師 山 ロ 弘 ニ 氏 (郷土ビデオ作家）

8月 17日（日） 市民会館雪月桃の間 参 加 者 16人
第42回 

仕事人
「唄と踊りをお届けします〜訪問ボランティアで広がる笑顔の輪〜」

講 師 松 本 敏 行 氏 (野 田 市 ポ ラ ン テ ィ ア グ ル ー プ 「野の花会」副会長）

9月7 日（日） 市民会館松竹梅の間 参 加 者 14人
第42回

芸道
「9月場所中日にあわせてもっと知ろう！大相撲と相撲甚句の世界」

講 師 野 村 修 三 氏 (野田相撲甚句会代表）

9月2 1日（日） 市民会館松竹梅の間 参 加 者 11人
第43回 

仕事人
「ゴミを商品にかえる〜家庭から出た後、ゴミはどこに行くのか？〜」

講 師 関 秀 一 氏 (株式会社リサイクル代表取締役/我孫子市廃棄物処理協業組合理事長）

1◦月 19日（日) 市民会館松竹梅の間 参 加 者 2◦人

第43回 

芸道
「利根運河、蝶よ花よ〜写真でつづる四季〜」

講 師 内 田 金 治 氏 (利根運河の生態系を守る会会員）

1◦月 19日（日) 市民会館  雪月桃の間 参 加 者 15人
第44回 

仕事人
「空を飛び、山を走る」

講 師 沢 野 有 希 氏 （bayfm アナウンサー/ トレイルランナー）

11月2 日（日） 市民会館松竹梅の間 参 加 者 12人
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第44回

せ'•苗芸道
「ようこそお気軽『論語』の世界へ」

講 師 須 藤 明 実 氏 ( 漢 文 学 窓 「里仁」主宰）

11月 16日（日） 市民会館松竹梅の間 参加者 22人

第45回 

仕事人
「和菓子職人の生き様」

講 師 石 塚 次 生 氏 (御菓子司喜久屋主人/ 千葉県和菓子技能士会理事）

12月7 日（日） 市民会館松竹梅の間 参 加 者 16人
第45回

せ'•苗芸道
「なんでも包んで、なんども使える〜風呂敷から広がる世界〜」

講 師 村 田 静 枝 氏 (風呂敷研究会会員）

12月2 1日（日） 市民会館松竹梅の間 参 加 者 15人
第46回 

仕事人
「陶芸を見つけた道」

講 師 松 本 伸 一 氏 (太虚窯陶芸サロン主宰）

1月 18日（日） 市民会館  雪月桃の間 参 加 者 11人
第46回

せ'•苗芸道
「オイルとアロマの身体への作用」

講 師 大 越 裕 代 氏 （メディへルスケア教育部総責任者/ エステ、オイル療法歴19年）

1月 18日（日） 市民会館松竹梅の間 参 加 者 11人
第47回 

仕事人
「日本刀に魅せられて〜古美術業界のいろいろ〜」

講 師 松 本 富 夫 氏 (野田市古美術研究会会長/ 美術刀剣類市場野田会会主）

2月 1日（日) 市民会館松竹梅の間 参加者 36人

第47回

芸道
「蔵元で学ぶ日本酒造り〜きき酒で試すあなたの五感〜」

講 師 宮 崎 崇 之 氏 (有限会社宮崎商店店長/ S S I認 定 唎 酒 師 ）

2月 15日（日） 窪田酒造 参加者 24人

第48回 

仕事人
「試行錯誤を楽しむ科学教育」

講 師 岡 田 晃 次 氏 (科学教育プロデューサー）

3月 15日（日） 市民会館  雪月桃の間 参加者 6人

第48回

せ'•苗芸道
「古文書ってなんだろう？《入門編》〜探す、見る、触る〜」

講 師 佐 藤 正 三 郎 (野田市郷土博物館学芸員）

3月 15日（日） 市民会館松竹梅の間 参 加 者 13人

3 . 評価 (総評）

まちの仕事人講話では冒険家、ゴミのリサイクル業者など様々な職業の方に講師をお願いし、料理人 

や菓子職人の場合は実演を行うなど、今年度もバラエティに富んだ内容となった。なかでも環境カウン 

セラーや歌や踊りの訪問ボランティアといった、定年退職後に第2 のキャリアとして取り組んでいる活
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動に焦点を絞った講座を開くことが出来た。講座には定年退職前後の参加者が一定数おり、第 2 のキャ 

リアにいかに移行するかは関心の高いテーマとなっている。

今年度の芸道文化講座の特徴として、植物や昆虫など自然に問するテーマを設定し、新たな分野と参 

加者を開拓することが出来た。今後も「文化」を芸術や歴史などに限定せず様々なテーマを取り上げてい 

きたい。

また今年度は若者の参加を意図して、ラジオアナウンサー、アロマテラピーなどのテーマで比較的弱 

年の講師を招いた。経験豊かな年配の講師だけでなく、夢の実現に向けてキャリアを形成しつつある世 

代の講師の話は、就職を意識している学生などの参加者にとって自分に引き付けて理解しやすい内容で 

あった。但し若者の参加者数は全体として今ひとつ伸びなかった。現在、参加者はシニア世代が中心で 

あり、広報などを工夫し若者の参加を増やしていくことは重要な課題である。

運営上では、時間配分や休憩、お茶を出すタイミングなど、講師との事前打ち合わせを実施するよう 

にした。特に話し慣れていない方が講師を務める場合、内容や時間配分などについて丁寧に打ち合わせ 

ることで円滑な講座運営を行うことが出来た。

昨年に引き続き安定した参加者数の確保は大きな課題だが、改善されっっある点もある。講師の依頼 

時や参加者との交流の中で、「寺子屋講座」の名前は一定の認知度を得ている感触をもった。名前は知っ 

ていることから、参加してみよう、面白かったから（ためになったから）また参加しよう、という参加へ 

の動機付けが今後重要となる。またテーマによってはリピータ一がおり、なかでも芸道文化講座は、野 

田の文化と、歴史一般に関する講座のリピータ一が多い。まとめれば、新テーマと新たな参加者の開拓、 

リピータ一定着のための工夫、広報、司会進行役の更なるスキルアップなどを今後の課題としたい。

第37回芸道「さくらそう（日本桜草）のはなし」

第39回仕事人「料理人として生きる」

第38回芸道「日本に馬がやってきた頃」

第41回芸道「ビデオでみる将門伝説」
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第42回仕事人「唄と踊りをお届けします」 第42回芸道「もっと知ろう！大相撲と相撲甚句の世界」

第44回仕事人「空を飛び、山を走る」 第44回芸道「ようこそお気軽『論語j の世界へ」

第45回芸道「なんでも包んで、なんども使える」

第46回仕事人「陶芸を見つけた道」 第47回芸道「蔵元で学ぶ日本酒造り
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キャリアデザイン事業

キャリアデザイン連続講座

自伽知識•織を她代に伝えよう！ m轉カ赋離 imm〜

講 師 ：坂卷美和子氏(社員教育研究室主宰）

実施日：第 1 回 5 月 2 4 日（土）

第 2 回 6 月 7 日（土）

第 3 回 6 月 2 1 日（土）

時 間 ：各回とも1 3時〜1 6時 3 0分 

場 所 ：市民会館松竹梅の間 

資料代：5 0 0円(全回分）

参加者：第 1 回 8 人、第 2 回 7 人、第 3 回 10人 

事業区分：委託事業

1.概要と目的

自分の知識、技能の継承や、指導技術の向上を図りたい方を対象とし、講師を務める際の話し方、教 

室運営時の留意点、ロールプレイングと実習の進め方などについて学習した。

2 . 内容

月 日 内 容

第 1回 5月2 4日（土） セミナー講師に求められる話し方•他

第 2 回 6月7 日（土） セミナー運営の留意点. 他 （クラスルームマネジメント）

第 3 回 6 月2 1日（土） ロールプレイングと実習の進め方.他

3 .麵

昨年度の受講者に新しい参加者が加わる形であったが比較的少人数で行われた。講座運営のノウハウ 

を学ぶ講座、というメタ的な位置づけが分かりにくいかという危惧もあったものの、講師の的確なリー 

ドで目的を理解しつつ内容を楽しむことができた。特に受講者同士も打ち解けてきた第3 回目では、「砂 

漠で生き残るには」など与えられた課題についてグループ討讓し意見をまとめる「コミュニケーションゲ 

ーム」をしたが、講師も驚くほど全受講者が熱中して取り組んだ。また第2 回目ではセミナーの企画書 

を全員で作成するワークショップを行いここで作成した企画が本年度の自主研究グループ育成連続講座 

(45頁）に一部生かされるなどの成果も得られた。

反省点としては、前回に引き続き受講者の性別、年齢層に偏りが見られたことであり、今後はより多 

様なコミュニティからの参加を促す内容と仕組みづくりを工夫すべきである。

《受講者の感想》

•年齢、経歴の違う人が集ってコンセンサスを出す事が出来る事を学び、とても有意義でした。

•普段行っているボランティア活動に生かせる実例、演習が多く気楽に楽しい時間の中ですごすこと 

ができました。

•いろいろな人に出会えてよかったと思います。
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キャリアデザイン事業

子ども*親子対象の講座

勾玉作り体験教室

実施日：第 1 回 8 月 2 日（土）

第 2 回 8 月 6 日（水）

時 間 ：各回とも10時〜12時 

場 所 ：博物館 

材料費：100円

參加者：第 1 回 2 9人、第 2 回 13人 

事業区分：委託事業

1. 内容

小学生を対象に、滑石を材料にした勾玉作りの講座を実施した。

2 .評価

小学校の夏休み期間に合わせて実施している。リピータ一率も高く、毎年大勢の子ども達で賑わう人 

気講座である。歴史の授業を受けはじめる小学校高学年を対象としており、館蔵の勾玉に触れてもらう 

などしているが、例年低学年の参加が多く、今後も更なる工夫が必要である。

親と子の茶道講座

講 師 ：五十嵐宗玲氏(裏千家茶道教室指導者）

実施日：3 月 2 2 日（日）13時 3 0分〜 1 5時 

場 所 ：市民会館松竹梅の間、松樹庵(茶室）

参加費：2 0 0円 

参加者：7 人 (親 2 人、子 5 人）

事業区分：委託事業

1. 内容と目的

昨年度に続き、小学生とその保護者を対象とした茶道講座を実施した。講師から基本の動作を学んだ 

のち、茶室へ移動して上生菓子と抹茶をいただいた。また今年度からは抹茶をたてる体験を追加した。 

子供と親に日本文化の真髄である茶道に触れるきっかけを提供するとともに、本格的な日本建築である 

市民会館と松樹庵を体験してもらうことを目的とした。

2 .評価

春休み期間にあわせて実施し、参加費の値下げ、広報を早めに行うなどの改善を行ったが、昨年と同 

様に申込者が少なかった。要因としては講座の意図が伝わりにくかったこと、広報対象の問題、親の参 

加が難しいことなどが考えられる。子どもとその親が集まる場所での広報、学校との連携、子どもだけ 

での参加も可とするなどの改善が必要となろう。
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キャリアデザイン事業

小学生を対象とした共催事業

オープンサタデ一クラブ(いけ花、日本舞踊)

指 導 ：野田いけばな協会、野田日舞連盟 

実施日：4 月 1 9日、6 月 7 日、2 1 日、7 月 5 日、9 月 6 日 

2 0 日、10月 4 日、1 8日、11月 1 日、1 5日、

12月 6 日、1 月 1 7日、3 月 7 日 （いずれも土）

場 所 ：市民会館雪月桃の間（いけ花） 松竹梅の間(舞踊） 

参加者：各回10人 

事業区分：共催事業

1. 内容と目的

オープンサタデ一クラブは子どもたちの豊かな人間性や社会性を育み、国際社会に生きる日本人とし 

ての下地を育む機会を地域社会全体でつくり出すことを目的に、平成 14年より市教育委員会が主催す 

るものである。いけ花のクラブを昨年度に引き続き実施したほか、新たに日本舞踊が加わった。

2. fPffi

小学生に和風建築の佇まいの中で花を生ける、あるいは舞を習う以外にも、ネL僅作法を学ぶ機会の提 

供となっている。またクラブ終了後に博物館で展覧会を見てくれる子どもがいるのも喜ばしい。

クラブフェスタ2009
実施日：2 月 2 7 日（金)、2 8 日（土)、3 月 1 日（日） 

場 所 ：（展示の部)市民会館全館

(発表の部) 博物館1 階展示室*
入場者：の べ 1,300人 \ m m l

事業区分：共催事業 • •
*第5 回ミユ一ジアム•コンサ一卜として実施

1. 内容

18年度まで別会場で行われてきたオープンサタデ一クラブの展示•発表会を、博物館•市民会館を 

利用して行った。昨年度に続き2 回目の実施となる。今年度より新たに茶室「松樹庵」を使っての「ミニ 

茶会」が二つの茶道クラブによって行われた。

月 日 展示の部 発表の部

2 月 2 7 日（金） 8 クラブによる展示

2 月 2 8 日（土） 9 クラブによる展示 10時半〜10時 半 「日本舞踊」11時〜11時 半 「和太鼓」、 

9 時半〜12時、12時半〜15時 「ミニ茶会」
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3 月 1 日 （日） 14時〜15時 「琴」

2 .評価

今冬はインフルエンザの流行により、出品点数や参加人数が比較的少なく、また練習不足で発表を迎 

えたクラブもあったというが、それを感じさせない、大人顔負けの作品の披露や発表が行われた。また 

今回より新たに松樹庵を使っての茶道クラブの発表が行われたことで、全館を完全に使用しての賑やか 

な催しとなった。サタデ一クラブに参加する小学生、およびそれを見に来た保護者らに、施設の存在を 

知ってもらう良い機会となったと思われる。

展示の部（クラブ指導員が解説中） 発表の部（日本舞踊)
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キャリアデザイン事業

博物館実習受入

期 間 ：7 月 3 0 日 （水）〜 8 月 9 日 （土）までの1 0日間 

※ 已 日 （火）は休館 

人 数 ：9 人 （大正大学2 人、千葉経済大学、筑波大学、 

日本大学2 人、目白大学、立正大学2 人）

事業区分：委託事業

1. 内容

大学の学芸員養成課程からの要請で、実習の学生を受け入れた。資料整理や写真撮影のほか、期間中 

に開催される講座の準備や運営に関わってもらうなど、学芸業務の補助的な内容のほか、実際に展示を 

作成するなどの実習を行つた。

月 日 午 前 午 後

7 月 3 0 日（水） ガイダンス

関宿地域関連施設見学

企画展「昆虫採集70年」展示資料 

リストチェック

7 月 3 1 日（木） 企画展「昆虫採集70年」展示資料 

リストチェック

市内関連施設及び収蔵庫見学 

暑中見舞い展示パネル作成

8 月 1 日 （金） 勾玉作り体験教室準備 勾玉作り体験教室準備

8 月 2 日 （土） 勾玉作り体験教室 収蔵庫整理、図書受け入れ

8 月 3 日 （日） 企画展関連講座

「昆虫の暑中見舞いをつくろう」

暑中見舞い展示パネル作成

8 月 4 日 （月） 暑中見舞い展示パネル作成 暑中見舞い展示パネル作成

8 月 6 日 （水） 勾玉作り体験教室 暑中見舞い展示パネル作成

8 月 7 日 （木） 市民会館清掃 資料写真撮影（古文書）

8 月 8 日 （金） 資料整理（古文書） 資料整理（古文書）

8 月 9 日 （土） 資料整理（古文書） 実習のまとめ

2 .麵

総勢9 名と昨年度より人数が増えた。館蔵の古文書の写真撮影や目録作成、期間中の子ども向け講座 

の補助を行ったほか、講座で子どもたちが作成した絵はがきをパネル化し、実際に展示室に展示をした。 

実習生同士のまとまりもよく、ワークシヨップ形式で展示方法を検討した際には活発な議論がなされ、 

意欲の高さがうかがわれた。実習を終了した後も何度も博物館に来館したり博物館事業に参加してくれ 

る学生が多く、単に資格を得るためだけの実習に終わらなかったことは非常に喜ばしい事であった。
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キャリアデザイン事業

中学生職場体験受入、職場見学

(職場体験）

期 間 ：11月 1 0日 （月）〜 11月 1 4 日 （金）の 4 日間 

人 数 ：5 人 （野田市立第一中学校2 年生）

(職場見学）

実施日：1 月 3 0 日 （金)、2 月 5 日 （木）

人 数 ：6 人 （野田市立南部中学校1 年生）

6 人 （野田市立北部中学校1 年生）

事業区分：委託事業

1. 内容と目的

市教育委員会が17年度より取り組んできた「キャリア教育実践プロジヱクト中学生の職場体験」へ 

の協力として、体験の受入と見学(インタビユ一）の受入を行った。博物館の職員の基本的な業務内容を 

知り、体験してもらうことで、この仕事で働くことの意義などについて学んでもらうことが目的である。

4 日間の職場体験では、特別展の受付、図録発送作業、収蔵資料のクリーニング、整理、市民会館の 

清掃などを行った。また、当日の仕事内容をパソコンを使ってまとめた。職場訪問では、施設見学のほ 

か、生徒があらかじめ用意してきた質問に学芸員が答える形で進めた。

2 .評価

博物館では歴史資料の調査や整理、展覧会の来館者応対、図録の出版や図書交換、清掃など多様な仕 

事が行われていること、それらが学芸員、事務員、清掃職員などにより分担して行われていることを知 

ってもらうことができた。

職場体験では歴史への関心が高い生徒が訪問してくれたため、収蔵資料の整理、クリーニングなども 

協力しながら取り組んでくれた。生徒からは、寒い中、窓ふきを行ったり、昆虫の標本を扱ったり、普 

段しないことばかりで大変だった、また、資料や古い建物を清掃するとき壊れそうで怖かったという、 

実体験あってこその感想を得たようである。また職場訪問では、日常の仕事内容以外にも学芸員になっ 

た動機やこれからの抱負などを聞いてくる生徒もおり、博物館の仕事の枠を超えてこれからのキャリア 

選択の参考となったことと思われる。

職場体験や職場見学は、単に仕事見学だけでなく、生徒が地域社会で働く人との接点をもち、社会で 

のルールやマナーも含めて学ぶ取り組みである。当館での職場体験はともすれば博物館特有の仕事を一 

通り知らせるだけになりがちであったが、社会人としての責任や仕事を通して地域社会の一員として働 

くことの重要性なども含めて経験させられるとよいと思われる。
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キャリアデザイン事業

山中直治の童謡普及

山中直治コンサート

実施日：3 月 1 4日 （土）14時〜15時 3 0分 

場 所 ：博物館1 階展示室

出 演 ：山中直治を歌う会（4 0 名)、若林きみ子氏、

石川容子氏、増田奈緒美氏、奥住淳氏、緒方舞子氏 

指 揮 ：秋葉啓子氏 

来場者：100人 

入場料：無料 

事業区分：自主事業

1. 概要と目的

山中直治は大正から昭和にかけて野田尋常小学校の教員をしながら童謡の作曲をした人物で、3 1 年 

の短い生涯の間に2 0 0曲もの作品を作ったといわれている。その後存在を忘れられていたが、平 成 8 
年の当館特別展を機に再評価され、以来コンサート等でも市民団体によって曲が披露されるようになっ 

た。

「山中直治を歌う会」は平成9 年に結成。本コンサートは法人が主催をし、博物館展示室のグランド 

ピアノを利用して自主事業として開催した。直治の童謡の普及と市民交流が目的である。

2. 演目

1 斉唱 「お祭り」「友を呼ぶ鹿」 2 独唱 「雁」「父母の歌」

3 斉唱 「雨だれ電車」「月見草の咲く丘」 赤̂いお馬車」

4 独奏 「ゆりかごの歌」 5 斉唱 「江戸川」「つばめ」「利根川」

6 全員斉唱「こんこん小山の白狐」 7 斉唱 「ゆりかごの歌」「竹馬」「金の舟」

8 合唱 「睡蓮」「春春春」「里の祭」 9 独唱 「白雲」「里の祭」

10 独奏 「春〜卒業式〜この春に」メドレー 11 合唱 「赤とんぼ」「文福茶釜」「鐘が鳴る」

12 斉唱 「野田はよいとこ」

会場内でグラフィックデザイナー•本橋尚徳氏が各曲から着想を得て描いた童画1 8点の展示、スク 

リーンでの上映を実施

3 . 顏

多人数の出演であったものの、仮設ステージの入退場、進行など前回の反省を生かし滞りなく行うこ 

とができた。全体の構成は「歌う会」による独唱、斉唱、合唱のほか、ゲスト出演者によるピアノ演奏、 

配布されたプログラム上にないサプライズ出演などもある楽しいものとなった。また、会場内に本橋尚 

徳氏による童画を展示し、さらにプログラムの進行にあわせてスクリーンに映写していくことで、耳と 

目で山中直治の音楽を味わうことができた。

毎年実施を重ねている本コンサートは、固定客がついており安定した来場者数が見込める一方で、山 

中直治を知らない市民層へのアピール力は弱いように思われる。その中で、今回は今年度の博物館実習 

生の一人がゲスト出演をし、他の実習生がイベントスタッフとして参力□をするという新しい一幕があっ 

た。今後も多様な来場者を集めるための創意工夫のある企画にチャレンジしていく必要があろう。
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キャリアデザイン事業

市内ガイド事業

期 間 ：①予約ガイド随時

②駐在ガイド4 月 1 日〜3 月 3 1 日の土日祝

事業区分：自主事業

1. 内容

市内のガイドボランティア団体「むらさきの里野田ガイドの会」に委託をし、博物館•市民会館を中 

心とした野田市内のガイドを行った。ガイド予約は博物館にて電話等で受け付けを行い、ガイドの会が 

担当者などを手配している。また土 •日 •祝日にはガイドの会のメンバーが市民会館に駐在し、予約無 

しの来館者を案内した。

①予約ガイドの実績 4210 人 *
うち、市民会館を含むガイドコースの実績108団体2278人

②当館駐在中のガイド実績 土 • 日 •祝日計114日間で1940人

*ガイドの会が直接予約を受けた人数も含む

2 .評価

野田市内の史跡•施設 •自然をガイドする「むらさきの里野田ガイドの会」は、野田中心市街地のま 

ち歩きのみならず関宿や利根運河方面のコースのガイドを手がけている。また、ガイド料無料、人数も 

1人から可能とするなど幅広く ニーズに応えることで、野田の散策を希望する市外からの訪問者やグル 

ープ、あるいは市民でまち歩きや施設見学をする者の好評を得ている。

同会は昨年度より市民会館を拠点としているが、今年度は予約ガイド、駐在ガイドともに昨年度を上 

回る実績となった。平成21年 1月には結成5 年目にして案内人数通算1万人を達成したが、その約4 
割は今年度案内した人数である。当館を拠点とした熱心な活動やP R によって市の内外に周知がはから 

れたことや、7 月に市民会館庭園が国登録記念物となったことが要因と思われる。

予約者のガイドにおいては、特に市民会館は見学者向けの案内表示に乏しいが、ガイドが茂木佐邸時 

代の各部屋の役割等を解説することで見学者が建物の歴史についての理解を深めることに役立ってい 

る。また、来館者の比較的多い週末に行っている駐在ガイドでは、市民会館と郷土博物館どちらか一方 

を目的に来館した人にもう一方の見学も勧めることができ、両施設の入館者数増加などにつながってい 

ると考えられる。
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